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（様式１） 

診 療 科 研 修 コ ー ス 

診療科研修名【アレルギー科コース】 

 

 

１．診療科（専門領域） 

  アレルギー科（アレルギー膠原病内科） 

 

２．コースの概要 

  内科系基礎プログラムと、アレルギー科プログラムを研修 

   

３．取得資格 

  ３年を終了した者に、国立病院機構による診療認定医（Ⅰ） 

   

４．長期目標 

  ・気管支喘息を中心とした１型アレルギー疾患のガイドラインに沿った治療 

  ・膠原病とその類縁疾患の診断・治療 

  ・ステロイド、免疫抑制剤、サイトカイン中和薬などの使い方、副作用、そのモニターの習熟 

   

５．取得手技 

  ・病歴聴取と理学的所見の取り方 

  ・検査所見、レントゲン所見の評価 

  ・診断治療プランの作成（POS） 

  ・気管支鏡、各種穿刺、超音波検査 

 

６．研修期間 

   ３ 年間 

 

７．募集人数 

   ２ 名 

 

８．前年度診療科の実績と目標症例数 

  

主要疾患 入院数（年間） 目標症例数（年間） 

気管支喘息 １５ １０ 

全身性エリテマトーデス

（SLE） 

２５ １０ 

強皮症（SSC） １０ ３ 

筋炎（PM／DM） １５ ３ 

混合性結合織痛（MCTD） １０ ３ 

血管炎症候群 ５ ３ 

関節リウマチ（RA） ２０ ５ 

不明熱（FVO） １５ ５ 
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９．診療科の指導体制 

 診療科医師数 常勤  ２ 名、非常勤  ０ 名 

 診療科研修の指導にあたる医師  ２ 名 

主として研修指導にあたる医師の氏名         片田 圭宣     

〃           診療科経験年数     １８     年 

 

１０． コンセプト 

  ・総合的に１人の患者様の病態を判断できること 

  ・１型アレルギー疾患、膠原病とその類縁疾患の診断基準に沿った判断の修得 

  ・ガイドラインに沿った治療の修得 

  ・成書や医学論文検索（Medline 等）を自ら行い、世界レベルの治療を行う 

・アレルギー学会、リウマチ学会、内科学会での発表 

 

 

１１．一般目標 

  ・治療ガイドラインに沿った治療、応急処置だけでなく長期的な管理をおこなう 

・膠原病とその類縁疾患の系統的診断治療を行う 

・関係各科との連携を活用し、１人の患者を総合的に評価 

   

１２．関連領域の研修に関して 

    施設内での研修         可能    不可 

    施設外との交流研修       可能    不可 

    研修領域の決定 

      本人の意向を研修責任者が聴取し、本人と相談して決定 

 

１３．共通領域研修について 

・医療安全研修会の開催（年４回） 

   ・呼吸器科、リウマチ科と合同カンファレンスの開催（週１回） 

   ・医学論文抄読会（週１回） 


